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日経産業新聞

「対応力で自社の強みを生かす」
～大田区の阿工場が挑む経営革新～
ダイヤ精機社長 諏訪i蓋子氏
間き子メゝ塩圭子氏 (フ リーアナウンサー)

「中堅・中小企業によるクラウド活用最前線」
セールスフォース・ドットコム 執行役員 コマーシャ)レ営業本部 千 葉 弘 崇 氏

10分 休 憩

函防A子氏 八塩圭子氏

千葉弘祟氏

ここにきてようやく回復の兆しを見せている日本経済ですが、中堅・中小企業を取り巻く経営環境は依然厳しい状態
が続いています。企業が活力を取り戻しt再ぴ飛躍するためにはダイ妾ミックな経営革新に加え、IT(情報技術)の積

※ブログラムの時間割・講演内容および講演者は変更する場合かございます。プログラム
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次
に
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
が
出
版
し
て

い
る
超
長
期
統
計

を
用

い

て
、
過
去
１
４
０
年
間

（
１

８
７
０
～
２
０
１
０
年
）
に

お
い
て
世
界
の
国
々
が
先
に

挙
げ
た
８
つ
の
ス
テ
ー
ジ
を

ど
の
よ
う
に

国

（⑤
⑥
）
に
移
行
し
た
国

で
、
日
本
以
外
で
は
韓
国
、

台
湾
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
マ

ー
ン
と
極
め
て
少
な
い
。
３

つ
目
は
成
熟
先
進
国
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③
）

か
ら
発
展
途
上
国

（①
②
）

の
レ
ベ
ル
に
ス
テ
ー
ジ
ダ
ウ

ン
し
た
例
で
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
や
ソ
連
崩
壊
後
の
ロ
シ
ア

な
ど
が
あ
て
は
ま
る
。

現
在
、
新
興
国
の
ス
テ
ー

ジ
に
属
す
る
国
の
多
く
が
成

長
率
の
鈍
化
を
経
験
し
て
い

る
。
先
進
国
経
済
の
落
ち
込

み
な
ど
の
外
部
環
境
要
因
だ

け
で
な
く
、
発
見
の
２
つ
目

で
示
し
た
よ
う
に
、
そ
も
そ

も
新
興
国
か
ら
先
進
国

へ
移

行
す
る
ケ
ー
ス
が
少
な
い
と

い
う
、
構
造
的
な
要
因
も
影

響
し
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

を
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析
し
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み
る
。
す
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と
図
に
示
し
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移
行
経
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あ
る
こ
と
が
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か

っ
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興
味
深
い
発
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点
あ

る
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０
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発
展
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上
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ら
新
興
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成
長
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進
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）
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進
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に
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た
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る
。
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（③
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）
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成
長
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「中所得国の民」解消必要
粗鋼生産の伸 び率 は全
体 を下 回 った (中国江
蘇省の鉄鋼 メ 三ヵ _)

こ
れ
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「
中
所
得
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の
罠

（わ
な
）
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

高
ま
る
経
済
格
差
に
よ
る
国

内
の
社
会
不
安
、
生
活
水
準

上
昇
に
伴
う
コ
ス
ト
優
位
性

の
低
下
な
ど
を
指
し
、
新
興

国
か
ら
成
長
先
進
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へ
の
移
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阻
む
要
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な
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て
い

る
。新

興
国
の
ス
テ
ー
ジ
期
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０
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２
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前
後
に
い
る
新
興
国
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は
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経
済
成
長
を
加
速
さ
せ
る
政

策
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
と

同
時
に
、
こ
れ
ら
の
罠
を
解

消
す
る
努
力
も
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
先
進
国
の
仲
間

入
り
は
容
易
で
は
な
い
と
い

え
る
。

ｏ
７
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増
え
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し
た
。
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１３
年
通
期
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群
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。

国
内
総
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（Ｇ
Ｄ
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実
質
７

・
４
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増
で
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１３
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通
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（
７

・
７
％
）
か
ら
減

速
し
た
。
中
国
政
府
が
進
め

る
重
工
業
の
過
剰
設
備
廃
棄

や
輸
出
不
振
が
響
き
、
企
業

活
動
全

般

が
停
滞
し

て
い

る
。
た
だ
３
月
単
月
で
は
工

業
生
産
の
伸
び
が
上
向
く
な

ど
、
足
元
で
は
景
気
回
復
の

兆
し
も
出
て
い
る
。

国
家
統
計
局
の
盛
来
運
報

道
官
は
１６
日
の
記
者
会
見
で

「
（過
剰
生
産
解
消
な
ど
の
）

構
造
調
整
に
加
え
、
外
部
環

境
が
大
き
く
変
化
し
、
国
肉

経
済
に
下
押
し
圧
力
が
か
か

っ
た
」
と
指
摘
。
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中
心
に
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制
す
る
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が
広
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ほ
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米
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の
寒
波
な
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影
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鈍

っ
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率
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化
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げ
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４
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加
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０
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５
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３
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ど
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ぞ
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き
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国
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剰
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を
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設
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め
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一
方
、
景
気
の
下
支
え
役

と
な

っ
た
の
が
消
費
だ
。
１

～
３
月
は
自
動
車
や
通
信
機

材
の
売
れ
行
き
が
好
調
で
、

社
会
消
費
品
小
売
総
額

（小

売
売
上
高
）
は
１２
％
増
加
。

「
１
～
３
月
は
消
費
が
最
も

Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
貢
献
し
た
」

（盛

報
道
官
）
と
い
う
。

成
長
率
は
２
四
半
期
連
続

で
低
下
し
た
が
、
今
後
に
つ

い
て
は
明
る
い
材
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も
出
始

め
て
い
る
。
鉄
道
投
資
の
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大
や
零
細
企
業
向
け
の
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税

な
ど
、
習
近
平
指
導
部
が
景

気
下
支
え
策
を
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次
ぎ
打
ち

出
し
て
い
る
た
め
だ
。
３
月

単
月
の
工
業
生
産
は
前
年
同
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に
比
べ
８

ｏ
８
％
増
え
、

１
～
２
月
の
伸
び

（
８

・
６

％
増
）
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上
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っ
た
。
消
費

も
拡
大
基
調
に
あ
る
。
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している。 (WWW.jetro.go.jp/biZnews/534
cbb269aOd8)

'WWW.buShesswireocom/

▼米 CATV最 大手のコムキャス ト、Wi―
Fi(無 線 LAN)ス ポッ トの設置が全米

で 100万力戸ノ子に到達 (WWW.COmcastcorpor
ation.com)

▼米ゼネラル・ エ レク トリック (GE)、 電

圧変換器メーカーとの合弁会社を通 じて新
型の中規模電圧変換器を開発 (WWW.ge.co
m)

▼米ナイキ、新たな運動量データ活用法をパ

ー トナー企業 と開発する拠点「ナイキ +フ
ューエル・ ラボ」をサンフランシスコに開

誤と(WWW.nikefuellab.com)

▼米医療機器メーカーのア ドバ ンス ト・ バイ

オニクス、ベ トナムで同社最新の聴覚補助

機器の販売を開始 (WWW.adVancedbionics.
com)

▼調査会社 リサーチ・ アンド・ マーケッツ、

農機向けなど特殊タイヤに関する2014～ 18

年の世界市場シェア予測を公表 (WWW.res
earchandmarkets,com)

▼仏ガラスメーカーのサンゴバン、米国拠点
の本部をフィラデルフィア州に移転 (WW
w.saint― gobain.com)

▼マーケティング調査会社の米ニールセン、

世界のオンライン消費者のうち65%が今後
2年で新 。中古車の購入を計画との調査を

発 表  (WWW,nielsenocom)
▼米食品大手の ドール・フー ド・カンパニー、

パック野菜の新シリーズ「パワーアップ・

グリーンズ」を発売 (WWW.d01e.com)
▼スターウッド・ ホテルズ 。アン ド・ リゾー

ツ・ ワール ドワイ ド、米アーカンソー州の

歴史的建造物をアロフ トホテルに改装

(WWW.Starwoodhotelsocom)
▼米 ヒル トン 。ワール ドワイ ド、ホテルチェ

ーンブランド「ウォル ドーフ・アス トリア」
をイスラエルで開業 (WaldOrfastoria3.hilt

´
on.com)

■ ■ブラジルは、日本の 2倍以上の

世界で第 5位の人口を有するとと
もに、消費に積極的な国といわれ
ています。日本企業を含め外資大
手はこの消費市場に目をつけ、早

|く から参入 し、激 しくシェアを争

|ス再∵醤≧躍 瑞 期 と
|ス に限りのある中小企業は、効率

|

1杷伝肇ネ事́
を見つけることが特

|

空調メーカーのA社は、ブラジル
進出後、 自社製品を扱 ってもらえる

ブラジル「日本食」人気活用
日本総合研究所総合研究部門副主任研究員 粟 田 輝 氏

ｌ

巴

ように複数の大手スーパーと交渉を
続けましたが、高価格がネックでな
かなか契約には至りませんでした。
そこでA社は、①富裕層が多い② 日
本が好きで日本製を評価して くれる

人が集まる一―ところにターゲ ット
を絞って販売促進をすることにしま
した。目をつけたのが高級日本食 レ
ス トランです。

複数の高級 日本食レス トランにデ

モ機の設置を依頼。一部にはデモ機
の横に性能表だけでなく「 日本製」
であることを強調 した店頭販促 (P
OP)も 置いてもらいました。

高級 レス トランという空間で、A
社製品が誇る従来品にないハイパワ
ーと静音性を体感 してもらうことで

「 日本のものは良いものだ」と考え
る富裕層を中心に高い評価を受けま
した。ロコミで購入層も徐々に広が

りました。特にレス トランの主要顧
客層の 1つ、日系ブラジル人ネッ ト
ワークでの人気は圧倒的で、都市部
以外での販売量も増加しました。

中刈ヽ企業は費用のかかる広告に安
易に頼れません。A社が選択 した、
日本食が持つ「安全性・ 技術力」と
いうイメージを活用し、日本製品を
売り込む戦略は、世界最大規模の日
系人を有する親 日国家ブラジルで

は、比較的安価で有効なマーケティ
ング手法の 1つ といえます。

富
裕
層

A社が検討したデモ機
設置場所候補

・ホテル
。日本食以外の
高級レストラン

普通

・スーパー

・一般外食店

・高級日本食
レストラン

多い

。日本食材店
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IT利活用で達成する
中堅中Jl企業の

～クラウドが実現する経営革新～
■主催 :日本経済新聞社 ■協賛 :セールスフォース・ドットコム

無料

成長

定 員 参加者
500名 受付中 入場


